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大阪市立科学館 駐車場管理運営業務委託 基本仕様書 

 

１ 目的 

  大阪市立科学館（以下「発注者」という。）の来館者の利便を図ることにより、サービスの向上を図り

付加価値を高めることを目的とする。 

 

２ 業務概要 

 （１）業務名 

    大阪市立科学館 駐車場管理運営業務委託 

 （２）実施場所 

    大阪市立科学館（大阪市北区中之島四丁目２番１号） 

 （３）契約期間 

    令和４年９月１日から令和６年３月３１日まで 

 （４）面積及び駐車台数等 

    面積：２６３３.９３㎡ 

    駐車台数等：四輪車   ５９台（予定） 有料 

          自動二輪車  ８台（予定） 有料を可とする 

          自転車   ３０台（予定） 無料 

 （５）業務項目 

    ア 運営開始準備業務 

    イ 管理運営業務 

    ウ その他、上記業務に付随する業務 

    

３ 業務内容 

 （１）運営開始準備業務 

    ア 設備機器等の設置 

      駐車場管理運営業務を履行するうえで、必要な設備機器等を設置すること。 

    イ 駐車スペースの配置 

      レイアウトについては、駐車台数の確保、スムーズな入出庫、近隣の混雑緩和への配慮等 

安全対策を講じた内容とすること。なお、入出庫は南側１か所のみとする。 

    ウ 管理体制の構築 

    （ア）来館者の利便性と安全に配慮すると同時に、近隣の混雑緩和等への配慮及び事故等が発生 

した場合に速やかに対応できる体制とすること。 

    （イ）常駐員を必須としないが、混雑が見込まれるときなど臨時的に措置が必要な場合は、常駐 

員を置き対応できる体制とすること。 

    エ 料金体系の構築 

      地域性等を勘案した料金体系とすること。ただし、科学館利用者については、割引料金と 

     すること。 

    オ 運営方法の構築 

      科学館利用者を優先とする運営とすること。優先順位は、原則、車いす使用者車両、科学館

利用の団体予約車両、科学館利用の一般車両、その他とする。 

    カ スケジュール管理等 

      駐車場運営開始までのスケジュール管理及び利用者等への周知 
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 （２）管理運営業務 

    ア 大型車両と一般車両を効率的に受け入れられる運営とすること。 

      ただし、団体予約車両最大２０台に対応すること。 

    イ 利用料金は、受注者の責任で徴収すること。 

    ウ 管理運営に必要な設備機器等の保守、修理、維持管理を行うこと。 

    エ 利用者及び周辺住民等からの苦情等又は、事件、事故、故障等が発生した場合は、速やかに 

責任をもって対応すること。 

    オ 公道及び敷地内において、車両を安全にかつ速やかに誘導すること。 

    カ 不正利用防止や放置車両及び長期駐車車両への対処方法を確立すること。 

 （３）その他、上記業務に付随する業務 

    ア 駐車場管理運営業務を履行するうえで、必要な書類の作成及び手続等を行うこと。 

    イ 稼働状況等について、発注者が随時閲覧できる体制とすること。 

    ウ 駐車場内及び設備機器等にかかる環境を常に良好に保つこと。 

     

４ 営業日時等 

  入庫については、火曜日から日曜日の８時３０分～１９時００分 

  出庫については、２４時間対応を可とする。 

  休館日（月曜日、ただし月曜日が祝休日の場合は翌平日）、その他メンテナンスのための休館日、年末 

年始(12月28日から1月4日まで)は除く。 

 

５ 業務報告 

 （１）業務報告書（日報） 

    業務実施状況及び売上の報告書を速やかに発注者へ提出すること。 

 （２）毎月 1日から月末までの利用台数及び、回収した駐車場利用者の利用料金を書面にて報告する 

   こと。 

 （３）その他必要に応じて報告をすべき書類等 

※各書式については発注者と受注者が協議して定める。 

 

６ コンプライアンス 

 （１）受注者は、本業務の履行にあたり、労働基準法、最低賃金法、労働者災害補償保険法、労働安全 

衛生法、職業安定法その他関係法令・例規や社会的規範を遵守すること。 

 （２）受注者は、本業務に関わる全ての者に対し、前項を遵守させるために必要な措置を講じること。 

 

７ 個人情報等の保護 

 （１）受注者は、本業務の履行にあたり、個人情報及び業務に係るすべてのデータ（以下「個人情報等」 

という。）を取り扱う場合は、個人情報保護の重要性及び大阪市個人情報保護条例の趣旨を十分留意 

し、個人情報の保護に関する法律及び関係法令・例規、ガイドライン等を遵守すること。 

 （２）受注者は、本業務に関わる全ての者に対し、前項を遵守させるために必要な措置を講じること。 

 

８ 事件事故の報告等 

 （１）本業務履行中に、火災や盗難、利用者の負傷をはじめ事件事故が発生した場合、受注者はその 

   事件事故発生の帰責の如何に関わらず、直ちにその旨を発注者に報告すること。 

 （２）受注者は、速やかに応急処置を加えた後、遅滞なく、書面にて発注者に詳細な報告を行うこと。 

    なお、受注者の責に帰する可能性がある場合は、具体的な事故防止策も併せて提出し、発注者の 

承認を得ること。 
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 （３）事故が、個人情報の漏えい、滅失、き損等の場合には、受注者は直ちに業務を中止し、以後、 

   発注者の指示に従うこと。 

 （４）受注者は、本業務履行にあたり、判断に迷う事項がある場合、又は処理方法等が明確でない場合 

は、速やかに発注者に相談すること。 

 （５）受注者は、業務履行上入手した大阪市立科学館として対応が必要な事項(可能性のある事項を含む) 

については、受注者の所管業務外であっても、速やかに発注者に報告すること。 

 

９ 負担金 

総売上に歩合掛率を乗じ、１００円未満を切り捨てた金額を負担金とする。 

 

10 貸与備品、経費の負担等 

 （１）貸与備品等 

    ア 既存の設備（照明、アイランド等） 

    イ 駐車場内における科学館利用者の誘導要員（車両の誘導は含まない） 

    ウ 業務上必要な電気、水道の使用 

      常に環境に対する配慮を心がけ、省エネルギ－、省資源リサイクルの促進、適切な廃棄物 

     処理等、環境への負荷の低減に努めること。 

 （２）経費の負担 

    ア 運営開始準備業務に要する一切の費用 

    イ 駐車場運営に必要な設備を設置する場合、またはその設備等を更新する場合における設置、 

並びに保守、維持補修及び撤去に要する費用 

    ウ 「９ 負担金」に記載の負担金 

    エ 原状回復等に関する一切の費用 

    オ その他、業務上必要な経費 

 （３）その他 

    看板設置に関しては、経費の負担を含め双方協議のうえ決定する。 

 

11 原状回復義務 

 （１）契約期間が満了したとき又は契約解除により契約が終了したときは、受注者は自己の費用で 

速やかに原状回復し、発注者に返還しなければならない。 

 （２）受注者が前項の原状回復義務を履行しないときは、発注者がこれを行って、その費用を受注者に 

請求することができるものとする。この場合、受注者は何等異議を申し立てることはできない。 

 

12 損害賠償責任 

  受注者の故意又は重大な過失によって、発注者又は第三者に損害を与えた場合、客観的に承認された 

損害証明に基づき、受注者は賠償又は補償を行うこと。 

 

13 契約の解除 

  発注者は、本仕様書に記載されている事項が誠実に履行されていないと認める場合は、契約期間中で 

あっても契約を解除できるものとする。 

 

14 権利など譲渡の禁止 

受注者は、契約により生じる権利、義務等の全部又は一部を第三者に譲渡し、継承させ、又は自己 

 若しくは第三者のための担保に供するなど、一切の処分をしてはならない。 
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15 信用失墜行為の禁止 

  受注者及び業務従事者は、発注者の信用を失墜させるような行為をしてはならない。 

 

16 業務の引継 

（１）受注者は、次の受注者に対し営業開始日から円滑に業務が行えるよう、十分な業務引継の期間

を設けること。 

（２）営業開始のための改装や開店準備作業等については、契約開始後に行うこととする。また、同様

に受注者が契約期間終了等により設備等を撤去する場合、撤去、原状回復等に要する期間は契約

期間内とし、発注者の確認、検査を受けること。 

（３）受注者が設置する設備及び備品等については撤去し、原状回復することが原則であるが、次の

受注者が継続して使用することを希望する場合は、双方において設備及び備品等の引き継ぎ及び

費用負担等について十分協議を行い、継続使用する場合は発注者に報告すること。 

（４）本契約を終了又は解除する場合において、発注者が契約先を変更するときに必要な引継ぎに

ついては、業務に支障のないよう円滑に行うこと。 

 

17 留意点 

（１）受注者は、発注者が提供する重要なサービスの一環であることを理解したうえで、より多く

の来館者が快適に利用できるよう運営方法等について発注者と協議し決定すること。 

（２）本業務にあたっては科学館利用者のニーズを的確に把握し、優良なサービス提供に努めるととも

に、本物件に関する問い合わせ及び苦情については、受注者の責任において迅速かつ丁寧に対応

すること。 

（３）本業務を履行するうえで関係法令上必要となる諸官庁への申請・届出等必要な手続きはすべて

受注者において行うこと。 

（４）本業務に起因する接客上のトラブル等の事故が発生した時は、一切の責任を受注者が負うもの

とする。 

（５）受注者の責に帰すべき事由により生じた本物件の損傷等のリスクについては、受注者の負担に

より対応すること。 

（６）発注者より業務の改善を求められた場合、受注者は誠意をもってこれに対応すること。 

 （７）受注者は、受注者の重大な過失等の理由により、業務が不履行になる事態が発生し、又は発生す 

るおそれがあると判断した場合は、速やかに発注者に連絡するとともに適切な措置を講じなければ 

ならない。 

 （８）業務の履行上、発注者が緊急を要すると認めたときは、発注者は受注者に対し必要な臨機の措置 

をとることを求めることができる。この場合において受注者は、その措置の状況または結果につい 

て延滞なく発注者に報告しなければならない。 

    また、受注者が臨機の措置をとった場合において、当該措置に要した費用のうち契約金額に含め 

ることが適当でない部分の費用については、双方協議のうえ負担すべき金額及び支払方法を定める 

ものとする。 

 （９）受注者が業務履行のため、事故等により負傷若しくは罹患し又は死亡することがあっても、発注 

者はこれに対し補償等一切の責任を負わないものとする。 

 （10）受注者は、本業務履行にあたり、本業務に関わる全ての者の事故防止に十分注意し、当該建物 

   設備はもとより、第三者に危害、損害又は妨害を与えないよう十分留意するとともに事故に対する 

   一切の責任を負うこと。 

 （11）本業務履行にあたり、受注者の負担と責任において常に整理整頓を行い、危険な場所には必要な 

安全措置を講じ事故の防止に努めること。 

 （12）緊急時には即座に対応できるよう、常に発注者と連絡が取れるようにしておくこと。 
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 （13）本業務と他の業務との関連部分については、それぞれの業務の妨げとならないよう相互に配慮・ 

協力をし、効率的な業務となるよう常に留意すること。 

（14）受注者は、発注者の実施する消防訓練、その他業務に関連があると認められる事業実施に協力 

  すること。 

 （15）受注者は、業務上知り得た発注者の情報を、仕様書に定める以外の目的で利用、第三者に開示 

若しくは漏えい、又は使用してはならない。契約終了後及び解除後も同様とする。 

 （16）本業務の再委託は認めない。ただし、専門業者等による作業等が必要な場合など発注者が認めた 

場合は、その限りではない。 

 

18 その他 

 （１）受注者は、労働基準法、労働安全衛生法、最低賃金法など、関連法令・例規等を遵守すること。 

 （２）基本仕様書と、提案をもとに決定する事項（管理体制、設置する設備機器、配置、料金体系等） 

   を特記仕様書とし、あわせて本業務の仕様書とする。 

 （３）この仕様書に記載のない事項についても、発注者が必要と認める軽微な作業については契約金額 

   の範囲内で実施すること。 

    なお、業務内容に疑義を生じた時や不明な点があれば、そのつど協議のうえ決定する。 

 

19 担当 

  地方独立行政法人大阪市博物館機構 

  大阪市立科学館総務企画課 

    所在地：大阪市北区中之島四丁目 2番1号  

    TEL：06－6444－5656  FAX：06－6444－5657 

 


